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【８月以降の活動予定他】 

◎阿波踊り市役所との合同連： 

日時：8 月 16 日（金）17:00～19:00 

場所：鴨島駅前中央通り 

集合：文化研修センター16:00 

◎川島高校サマーチャレンジ： 

  日時：8 月 19 日（月）10:00～11:30 

 

◎外国人お遍路ガイド講座： 

日時：8 月 5 日（月）10:00～11:30 

8 月 24 日（土）13:00～14:30 

場所：鴨島公民館１F NPO 室 

◎第６回グローバルセミナー（交渉中）：  

   日時：8 月 31 日（土）13:30～14:30（予定）  

  講師（案）：川島高校 ALT or 新 ALT 

◆羽吹先生が鴨島日本語教室を視察  萩森 健治 

 国際交流基金日本語国際センターの羽吹幸先生が６

月 23 日の鴨島日本語教室を視察されました。 

先生は日本語教材「いろどり」や「エリンが挑戦！に

ほんごできます」などの教材を開発された方です。前日

の 22 日に TOPIA で開催された「日本語スキルアップ

講座」の講師として東京から来県されました。その機会

を利用して、県内で日本語授業が行われている現場を

見たいとのことで、TOPIA の野水さんの案内で 23 日

に教室を訪問されました。 

 教室では、ラオス、ベトナム、ネパール、パキスタン

出身の受講生ら 12 名が参加し、N2、N3、N4、初級、

初心者のグループに分かれ 6 名の講師が指導。初心者

グループでは、先生らが開発された「いろどり」のテキ

ストを使って学習しました。授業の後半は、各自が自己

紹介し先生らと質疑応答などで歓談しました。 

 

◆Dexter さん（ALT）の送別会   三宅 ふさ代 

 7 月 7 日、明るい夕方からレストラン・カナの個室 

「しののめ」で、ハワイ出身の ALT、Dexter のお別れ

会が催され、９名が参加しました。乾杯の後、二段のお

重に盛られた上品な和食を頂き、Dexter との思い出や

感謝の言葉を一人一人が述べていきました。Dexter も

私たちの友人として、自分の経験を語ってくれました。

フラダン

スを完璧

に踊ろう

とする日

本人、小

規模校で

ある知恵

島小学校

での生徒

との触れ合い、鴨島第一中学校の一中祭で生徒や保護

者の前で歌って緊張したことなど。  

 最後は Dexter の好きな「涙そうそう」や瀬尾さんの

ハーモニカ伴奏で「ふるさと」を歌ったり、三原さんの

「浜辺の歌」のオカリナ演奏の数々を聴いたりの音楽

タイムとなりました。Dexter とは家が近いので、とき

どき、お寿司やおでん、焼いたケーキ、果実などを届け

てきました。私としては、彼を息子のように思っていま

す（勝手に）。 

  

◆日本語教室スピーチコンテスト   大塚 貴司  

 7 月 14 日に吉野川市の日本語教室の受講生による日

本語スピーチコンテストが行われました。過去最多の

60 人の参加者でした。前半は、ベトナム、中国、カン

ボジア、ネパール出身の受講生が母国の紹介と自己紹

介のスピーチでした。めっちゃ緊張してたようですが、

上手に日本語でスピーチができていました。来年はこ

の中から何人か徳島県

日本語弁論大会にチャ

レンジして欲しいです

ね。後半は徳島県日本

語弁論大会に出場する

インドネシアのエラさ

ん、ディアさん、ベト

ナムのトウさんのスピ



ーチです

。仕事の

合間とか

日本語教

室やリモ

ートなど

でのスピ

ーチの練

習、大変だったと思います。日本人でも緊張すると思い

ますが、3 人のスピーチは堂々としていて弁論大会でも

上位を狙える素晴らしいスピーチでした。スピーチの

時のジェスチャーや笑顔がめっちゃ良かったです。21

日の本番までにさらに練習して、緊張しないで堂々と

スピーチして欲しいと思います。日本語教室のみんな

で応援に行きます。 

 

◆日本語弁論大会で上位入賞     三原 敦子  

 7 月 21 日に開催された徳島県日本語弁論大会に YIA

日本語教室のグエン・ティー・トウ（トウ）さん、セプ

ティ・ウイディア・プトリ（ディア）さん、ファメラ・

プトリアディ（エラ）さんの 3 名が出場しました。 

応援団として、日本語教室からは私を含め５名、受講

生の所属企業の社長や仕事仲間など 12 名が会場の「あ

わぎんホール」に行きました。出場者は 14 名で、内訳

はインドネシア 8 名、中国 3 名、ベトナム、ネパール

、ラオス各 1 名で、その内留学生が 9 人でした。留学

生の皆さんは学生生活の中で感じた日本や徳島に対す

る思いやカルチャーショックについて話してくれまし

た。きめ細かなごみ分別処理、時間を守る日本人、優し

い日本人等聞いていて「期待を裏切らないように頑張

らないといけないなあ」と思ったのは私だけでしょう

か？  

トウさんは「介護

の仕事は大変だが、

利用者さんの感謝

の言葉や同僚の優

しさで救われてい

る」、エラさんは「

あきらめずに何度

もチャレンジすれ

ば、必ず思いは通じ

る」、ディアさんは

「生き生きと自立

した日本のおじい

ちゃん、おばあちゃ

んが私のあこがれ

だ」とそれぞれの思

いを語りました。 

 結果は、ディアさ

んが徳島県議会国

際交流議員連盟会

長賞（２位）を受賞

する快挙。エラさん

が徳島市国際交流

協会特別賞、トウさ

んが努力賞を頂き

ました。  

 最優秀賞は中国

出身のリュウ・チョ

ウさん（在住 4 か月

、鳴門教育大）で、

目を閉じて聞くと

日本人が話してい

るのかと思うほどの話しぶりでした（納得）。 

 聞くたびに学びのあるこの大会に我々を連れて行っ

てくれたトウさん、エラさん、ディアさんに感謝です。 

◎新 ALT の歓迎会（未定）：Andrew Kim さん 

（ＵＳＡウィスコンシン州出身） 7/31 来日 

◎８月の理事会：8 月 31 日（土）15:00～ 

場所：文化研修センター２階  


